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はじめに

本論集は，チベット＝ビルマ系言語を中心に周辺諸語にも視野を広げ，各言語

の名詞句について類型構造を記述分析した 11 の論考を収録している。名詞句を

構成する文法構造の諸特徴と，言語間の異同を明らかにすることを目標として研

究会を開催し，専門的な視点から分析と討論を重ねた。その成果を専門の異なる

関連分野の研究者にも参照していただけるよう，日本語でわかりやすい叙述をす

るという方針のもとに編集したものである。

アジアの諸言語における名詞句の構造を明らかにした先行研究には，東南アジ

ア諸言語研究会（編）『東南アジア大陸部諸言語の名詞句構造』（慶應義塾大学言

語文化研究所，2006 年）がある。東南アジア大陸部の６言語：ベトナム語，クメー

ル語，タイ語，ラオ語，ビルマ語，ロンウォー語を対象とした記述分析を収録し

ており，この分野の基本文献として知られている。研究を進めるにあたっては，

同書を随時参照するとともに，執筆者の澤田英夫さんにロンウォー語について，

また岡野賢二さんにはビルマ口語について，同書での論考をもとに研究報告を

行っていただいた。加えて同書の巻頭で名詞句の記述の指針として示された澤田

英夫「名詞句構成要素の分類」を本論集にも再録し，読者の参照の便宜に供する

こととした。著者の澤田さんおよび東南アジア諸言語研究会の代表者である三上

直光教授には記して謝意を表したい。

本論集に収める各論考について議論を行った研究会は，京都大学人文科学研究

所（以下人文）の共同研究班「漢語と周辺諸語の類型構造論」（平成 23 年度〜

24 年度，班長：池田巧）による研究活動の一環として開催された。この研究会

は東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（以下ＡＡ研）の共同研究プ

ロジェクト「チベット＝ビルマ系言語からみた文法現象の再構築 (1)：格の体系

とその周辺」（平成 19 年度〜 20 年度，主査：澤田英夫）および「チベット＝ビ

ルマ系言語からみた文法現象の再構築 (2)：文の特徴付けと下位分類」（平成 21
年度〜 22 年度，主査：澤田英夫）を継承したものである。

人文に拠点を移してからは，「ＴＢ＋（プラス）研究会」と称して研究対象を

やや拡張し，チベット＝ビルマ諸語を中心としながらも，周辺のシナ＝チベット

系の諸言語にも範囲を広げて比較対照を行った。分析にあたっては，ＡＡ研の共

同研究プロジェクトの精神を引継ぎ，類型構造の表面的な整理や類似の指摘に止

まることなく，個別言語の内部構造の多様なメカニズムを深く観察して精密に記

述することを目指した。研究会は今後もテーマごとに古代漢語から現代諸方言を

含むシナ＝チベット系諸言語の類型構造の分析を進め，表層の多様性と動態，基

層の痕跡と継承，構造とメカニズム，その歴史的発展の方向性などを掘り下げて

行きたいと考えている。
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ＡＡ研の共同研究プロジェクトの成果は，澤田英夫（編）『チベット＝ビルマ

系言語の文法現象１：格とその周辺』（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文

化研究所，2010 年 3 月）および 澤田英夫（編）『チベット＝ビルマ系言語の文法

現象２：述語と発話行為のタイプからみた文の下位分類』（東京外国語大学アジア・

アフリカ言語文化研究所，2013 年 3 月）として刊行されている。本論集も同シリー

ズの第３冊目として編集したが，研究対象の範囲を拡張したことにともない，シ

リーズの書名を本冊より『シナ＝チベット系諸言語の文法現象』と改め，ミャオ

＝ヤオ系のショオ語についての論考も収録した。

なお中西裕樹さんの論考「ショオ語の所有者表現」は，研究会での報告の後，

さきに刊行された東方學研究論集刊行会（編）『東方學研究論集』日英文分册，

臨川書店，2014 年．164-180 頁に掲載したものを，本研究会における成果の集成

という観点から，著者本人の承諾を得て少し体裁を改めたうえで本書にも再録し

たものである。

＊ 本論集は，京都大学人文科学研究所共同研究班「漢語と周辺諸語の類型構造論」

（平成 23 年度〜 24 年度，班長：池田巧）および科学研究費補助金：基盤研究 (A) 
23242019「羌系諸語の歴史と西夏語の位置づけに関する実証的研究」（平成 23
年度〜 27 年度，代表者：池田巧）の成果報告の一部である。
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